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１ 地域森林計画について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〔森林計画制度の体系〕 

 
 

 

（１） 森林計画制度 

〇 森林は、水源の涵
かん

養、木材の生産、山地災害の防止、保健休養の場の提供、生

物多様性の保全、地球温暖化の防止など様々な機能を有しています。 

○ 森林の造成には長い年月を必要とするため、計画的･長期的な視点に立った適切

な管理と育成が必要です。 

○ このため、森林所有者や行政等が連携を図りながら、地域の森林づくりの目標

や規範となる計画を作成し、これに基づき森林の整備や保全を行っています。 

○ 道では、全道13に区分された森林計画区毎に、地域森林計画を樹立しています。 

（２）地域森林計画 

○ 地域森林計画は、国がたてる全国森林計画に即して、都道府県が5年毎に10年

を一期としてたてる計画です。 

○ 地域森林計画では、森林づくりを計画的に進めるため、地域の特性に応じた森

林の整備及び保全の目標や地域の森林･林業のマスタープランである市町村森林

整備計画に記載する森林施業や保護の規範となる事項の指針を示しています。 

（３）樹立する計画区と計画期間 

○ 胆振東部、宗谷及び網走東部の３森林計画区 

○ 令和８年4月1日～令和1８年3月31日（10年間） 

（４）変更する計画区と変更計画の始期 

○ 樹立計画区を除く10森林計画区 

○ 令和８年4月1日 

胆振東部 

宗谷 

（連携） 

 

北海道森林づくり 

基本計画 

北海道総合計画 

北海道の 

マスタープラン 

 

 

 

など 
 

流域森林・林業活性化

実施計画 

道有林基本計画 

関連する各種計画 

政 府 

【森林・林業基本計画】 
長期的・総合的な政策の方向 

農林水産大臣 
【全国森林計画】 

国の森林整備及び保全の方向 

市町村 
【市町村森林整備計画】 

地域の森林･林業のマスタープラン 
森林所有者等が行う施業等の規範 

森林所有者等 

【森林経営計画】 
具体的な伐採、造林等に関する計画 

北海道知事 

【地 域 森 林 計 画】 
地域の特性に応じた森林整備及び 

保全の目標 

「森林整備保全事業計画」 

森林整備事業、治山事業に関する 
５年間の事業計画 

北海道森林管理局長 
【国有林の地域別の森林計画】 

国有林の森林整備及び保全の目標 

・全道を１３の森林計画区に区分 

・５年ごとに１０年間の計画を樹立 

計画樹立年 

令和７年 胆振東部、宗谷、網走東部 
令和８年 留萌、釧路根室 

令和９年 後志胆振、石狩空知、上川北部 

令和10 年 上川南部、網走西部、十勝 

令和11 年 渡島檜山、日高 

網走東部 
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２ 地域森林計画（案）の内容 

（１）基本的考え方 

①  地域の特性に応じた森林づくり 

地域森林計画の樹立にあたっては、北海道森林づくり条例や基本計画等との整合も

図りつつ、発揮が期待される機能に応じた適切な森林の整備・保全が進むよう、地域

の森林資源や林業・木材産業の状況など自然的・社会的な特徴を踏まえて樹立してい

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

②  地域の関係者の意見を踏まえた計画づくり 

道では、計画を検討する際の参考とするため、 

計画を樹立する地域の市町村及び森林組合への 

事前アンケートや「地域森林づくり検討会」を 

通じて、地域の方々からの森林づくりや森林計画 

  に関する意見の把握に努めています。 

 

 

 

（２）胆振東部、宗谷、網走東部地域森林計画の樹立のポイント 

伐採計画については、人工林が本格的な利用期を迎えていることを踏まえて計画量

を計上するとともに、造林計画については、伐採計画における主伐量に対応した計画

量を計上しています。 

また、「地域森林づくり検討会」などでいただいた意見等を踏まえて、それぞれの

地域の現状・課題と今後取り組むべき方向を記載しています。 

 

 

北海道森林づくり条例の3つの基本理念 

・自然条件や社会的条件に応じた多面的機能が発揮される森林 

・道民生活への木材・木製品の利用の定着 

・木材の利用及び森林との触れ合いを通じて、「木育」が道民に定着 

 地域森林づくり検討会（宗谷会場） 

地域の特性に 
応じた森林づくり 

林業及び木材産業等の 
健全な発展 

道民との協働による 
     森林づくり 

めざす姿 
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（３）胆振東部地域森林計画（案）の概要 （令和８～1７年度） 

 

① 計画区の概要 

ア 森林・林業の概要 

森 林 面 積（注１）：総土地面積の 69%の 162 千 ha 

民 有 林 面 積：99 千 ha（計画区の森林の 61％） 

民 有 林 蓄 積：13,963 千ｍ３ 

ha あたり蓄積：141m3(全道では 165ｍ３） 

伐 採 材 積（注２）：全道の3.6％の174千m3(うち民有林69％） 

（注１）令和5年度北海道林業統計 

（注２）令和6年度実績（北海道調べ） 

 
本計画区管内の森林のうち、民有林は61%を占めており、その中には大規模な社有林も多くあります。 

民有林における人工林の樹種別面積は、カラマツ類、トドマツの順に多くなっており、この２つの樹種

で全体の81％を占めています。また、人工林は13齢級をピークとする齢級構成となっており、利用期を

迎えた森林が多くなっています。 

管内の林業就業者については、近年、260人弱で推移しており、素材生産の従事者が約７割を占めてい

ます。 

管内では年間約5万ｍ３の製材を出荷しており、そのうち約７割が建築材向けとなっています。 

また、林地未利用材などの木質バイオマス利用も進んでいます。 

② 前計画（前期 R3～R7）に対する実績（見込み）及びその評価 
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（注）令和６年度北海道調べ

～

（齢級）

（ha）

森林の所管別面積（千ha）

国有林 
63 

道有林 
28 

一般民有林 
71 

造林 

 人工造林及び天然更新は、おおむね

計画どおり実施された。 

 
（単位：ha） 

区分 前計画 実績 実行率 

人工造林 1,717 1,772 103％ 

天然更新 750 780 104% 

 

伐採 

主伐は、皆伐が計画量以上に実施されたため、計画を上回った。 

 間伐は、計画量の大半を占める６～１０齢級の人工林での実施

が低調であったため、計画を下回った。 

 
（単位：千ｍ３） 

区分 前計画 実績 実行率 

主 伐 305 424 139％ 

間 伐 355 240 68％ 

 

59%
22%

6%

6%

7%
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③ 計画事項の概要 

ア 計画期末の森林資源 
 

（ア）施業方法別の森林面積及び蓄積 

◇育成単層林については、皆伐・再造林を計画的に実施。 

 育成複層林については、択伐・樹下植栽等により更新し、間伐等の保育を計画的に実施。 

天然生林については、的確に保全・管理を実施。 

なお、森林の公益的機能を高度に発揮させるべき立地にある育成単層林や天然生林については、 

樹下植栽や林相改良、疎林への植栽などにより、育成複層林へ誘導 

 

 
 
 

 

 
 

（イ）保安林指定面積 

◇ 公益的機能の発揮に必要な保安林面積は合計 49 千 ha 

 

イ 計画量（前計画（R3～R12）、計画案（R8～R17）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
面積 

総蓄積 
総  計 育成単層林 育成複層林 天然生林 

現  況 98,807 40,411 10,101 48,296 14,047 

計画期末 98,807 41,589 11,822 45,397 15,490 

伐採 

期待される機能に応じた将来の望ましい森林の姿 

に誘導するため、適切な時期での伐採や育成複層林 

化などを推進する計画 

 

◎主伐：人工林の主伐対象資源が増加することから、 

前計画を上回る計画。 

◎間伐：人工林が利用期に移行し、対象資源が減少 

することなどから、前計画を下回る計画。 

（単位：千 m3） 

区 分 前計画 本計画 

主 伐 683 829 

間 伐 639 479 

計 1,322 1,308 

 

（単位 面積：ha 蓄積：千ｍ3） 

※四捨五入により、各項目の和と総計があいません 

683 
829 

639 

479 

0 

200 

400 

600 

800 

1,000 

前計画 本計画 前計画 本計画

主伐 間伐（千m3）

林道 

 森林整備が急務とされる地域での開設を優先したことか

ら、開設距離は計画を上回った一方、拡張は計画を下回った。 

 

（単位 開設・舗装は距離：ｋｍ、改良は箇所数） 

区分 前計画 実績 実行率 

開 設 24.0 45.7 190％ 

拡

張 

舗 装 — — — 

改 良 5 4 80% 

 

保安林の指定 

 保安林の指定は、水源林造成事業の植栽

が終了していないことや、森林所有者の承

諾を得られていないことから、計画を下回

った。 

 
（単位：ha） 

前計画 実績 実行率 

184 0 0％ 
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造林 

伐採後の着実な更新を図るため、人工林について 

は人工造林を、天然林については天然更新を基本と 

する計画 

 

◎人工造林及び天然更新： 

主伐量の増加に伴い、更新面積が増加すること 

から、前計画を上回る計画。 

（単位：ha） 

区  分 前計画 本計画 

人工造林 3,803 4,215 

天然更新 2,063 3,691 

計 5,866 7,906 

 

保安林の整備 

 

◎保安林の指定・解除 

水源の涵
かん

養や土砂流出の防備などの森林の機能が失われないように保安林の指定を推進する計画 

（単位：ha） 

 水源涵
かん

養のための

保安林(注 1) 

災害防備のための

保安林(注 2) 

保健・風致の保全等

のための保安林(注 3) 
合 計 

保安林の指定 1,598 0 0 1,598 

保安林の解除 0 0 0 0 

（注１）水源かん養保安林 

（注２）土砂流出防備、土砂崩壊防備、飛砂防備、防風、水害防備、潮害防備、干害防備、防雪、防霧、なだれ防止、落石防止、防火保安林 

（注３）魚つき、航行目標、保健、風致保安林 

 

◎要整備森林の指定・解除 

 該当なし 

3,803 
4,215 

2,063 

3,691 

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

前計画 本計画 前計画 本計画

（ha） 人工造林 天然更新

林道の整備 

 

◎林道の開設及び拡張 

路網の骨格としての機能や森林施業の効率的な実施を確保する計画 

 

一般民有林    （単位 延長：km）     道有林      （単位 延長：km） 

 延長 箇所数   延長 箇所数 

開設 — — 開設 8.0 5 

拡張 2.3 2 拡張 0.3 2 
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④ 計画区の現状・課題と今後の取組の方向 

 

  

現状・課題 今後の取組の方向 

① 

伐採及び伐採後の造林の届出等の

制度については、伐採や造林の実態を

より的確に把握するための改正が行

われており、新しい制度の周知徹底の

ため、市町村では、届出者に対し制度

に関するパンフレットを送付するな

どの取組が行われている。 

 森林計画制度の適切な運用のため、引き続き、窓口での説明や文

書の送付により、森林所有者や事業者に対する制度の周知に取り組

む必要がある。 

  

② 

安定した植栽面積を確保するため

には、裸苗よりも植栽適期が長いコン

テナ苗の活用が有効な選択肢となる

が、裸苗と比較すると苗木価格が高い

ことや、根鉢付きで重くかさばるため

運搬に手間やコストがかかることが

課題。 

今後は植栽本数の低減や、小型運搬機・ドローンを活用した効率的

な運搬の実証及び導入による低コスト化・省力化に取り組む必要が

ある。 

 

 

③ 

林業の担い手が不足している中、求

人に対する応募が少ないことや、短期

で離職してしまうことが課題。 

担い手の確保・定着に向けて、雇用形態など労働条件の改善や安

全対策の一層の推進に加え、インターネットを活用した求職者向け

の情報発信や就業体験の受入促進、地域内外の若手林業従事者のネ

ットワーク化による交流促進などに取り組む必要がある。 

 

④ 

本計画区の一部市町村と森林組合

はスマート林業EZOモデル構築協議

会に参画しており、地域の事業体に対

する新しい植栽方法や機械の紹介の

ほか、ICT活用の実証試験が実施され

ている。 

今後は、実証試験の成果を踏まえた生産・流通管理の効率化に向け

て、ドローンによる資源把握やGNSS（人工衛星を利用して地上の

現在位置を計測するシステム）を活用した植付け、川上と川中のデー

タ連携などに取り組む必要がある。 

 

 

⑤ 

平成30年に発生した北海道胆振東

部地震により、大規模な林地崩壊の被

害を受けた本地域では、「胆振東部地

震森林再生実施計画」を策定し復旧を

進めており、地域の関係者が連携し、

令和６年までに600ha以上の植栽が

実施されてきた。 

引き続き、実施計画に基づく植栽等を進めるほか、崩壊した斜面の

一部ではカラマツの天然更新が見られることから、更新状況を適切

に把握するなど、今後も被災森林の再生に向けた取組を着実に進め

る必要がある。 
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（４）宗谷地域森林計画（案）の概要 （令和８～17 年度） 

 

①  計画区の概要 

ア 森林・林業の概要 

森 林 面 積（注１）：総土地面積の 70％の 326 千 ha 

民 有 林 面 積：157 千 ha（計画区の森林の 48％） 

民 有 林 蓄 積：21,335 千ｍ３ 

ha あたり蓄積：136ｍ３(全道では 165ｍ３） 

伐 採 材 積（注２）：全道の2.9％の140千ｍ３（うち民有林55.4％） 

（注１）令和５年度北海道林業統計 

（注２）令和６年度実績（北海道調べ） 

 

本計画区管内の森林のうち、民有林は48%を占めており、その中には大規模な社有林も多くあります。 

民有林における人工林の樹種別面積は、トドマツ、エゾマツ類の順に多くなっており、この２つの樹種

で全体の84％を占めています。また、人工林は１１齢級をピークとする齢級構成となっており、利用期を

迎えた森林が多くなっています。 

管内の林業就業者については、近年、150人弱で推移しており、素材生産、造林の人数割合は半々とな

っています。 

主伐や間伐により生産される木材は、主に製材されて建築材として出荷されるほか、製材端材や小径木

からチップが生産されています。 

② 前計画（前期 R3～R7）に対する実績（見込み）及びその評価 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

森林の所管別面積（千 ha） 

国有林 
169 

一般民有林 
157 
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（注）令和６年度北海道調べ

～

（ha）

10%

55%

31%

2%

4%

（齢級） 

造林 

 人工造林は、再造林と樹下植栽は計画量以上に実

施されましたが、拡大造林の実施が低調だったため、

全体としては計画を下回った。 

 天然更新は、天然林の択伐が計画を下回ったこと

で対象面積が少なかったこと、天然林択伐箇所での

樹下植栽が多かったことから、計画を下回った。 
 

（単位：ha） 

区分 前計画 実績 実行率 

人工造林 2,486 1,611 65％ 

天然更新 1,380 585 42% 

 

伐採 

主伐は、人工林択伐が低調でしたが、人工林皆伐

は計画量以上に実施されたため、全体としては概ね

計画どおりとなった。 

 間伐は、計画量の大半を占める６～９齢級の人工

林での実施が低調であったため、計画を下回った。 

 
（単位：千ｍ３） 

区分 前計画 実績 実行率 

主 伐 212 190 90％ 

間 伐 287 188 65％ 
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伐採                     

期待される機能に応じた将来の望ましい森林の姿 

に誘導するため、適切な時期での伐採や育成複層林 

化などを推進する計画 

 

◎主伐：人工林の主伐対象資源が増加することなど 

から、前計画を上回る計画。 

 

◎間伐：人工林が利用期に移行し、間伐対象資源が 

減少することなどから、前計画を下回る計 

画。 

（単位：千 m3） 

区 分 前計画 本計画 

主 伐 432 735 

間 伐 578 349 

計 1,010 1,084 

 

432 

735 
578 

349 

0 

200 

400 

600 

800 

前計画 本計画 前計画 本計画

主伐 間伐
（千m3）

 

 

 

 

 

 

 

③ 計画事項の概要 

ア 計画期末の森林資源 
 

（ア）施業方法別の森林面積及び蓄積 

◇育成単層林については、皆伐・再造林を計画的に実施。 

 育成複層林については、択伐・樹下植栽等により更新し、間伐等の保育を計画的に実施。  

天然生林については、的確に保全・管理を実施。 

なお、森林の公益的機能を高度に発揮させるべき立地にある育成単層林や天然生林については、 

樹下植栽や林相改良、疎林への植栽などにより、育成複層林へ誘導 

 
 
 

 

 
 
 

（イ）保安林指定面積 

◇ 公益的機能の発揮に必要な保安林面積は合計 16 千 ha 

 

イ 計画量（前計画（R3～R12）、計画案（R8～R17）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
面積 

総蓄積 
総  計 育成単層林 育成複層林 天然生林 

現  況 156,630 38,249 29,198 89,183 21,690 

計画期末 156,630 38,119 32,703 85,808 24,329 

              （単位 面積：ha 蓄積：千ｍ3） 

保安林の指定 

 保安林の指定は、森林所有者の承諾を得られ

ていないことから、計画を下回った。 

 

（単位：ha） 

前計画 実績 実行率 

1,367 0 0％ 

 

林道 

 林道の開設は、森林整備の実態に即して事業を後期

に見送ったことから、計画を下回った。 

（単位 開設・舗装は距離：ｋｍ、改良は箇所数） 

区分 前計画 実績 実行率 

開 設 34.5 25.68 74％ 

拡

張 

舗 装 — — — 

改 良 1 1 100% 
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造林                     

伐採後の着実な更新を図るため、人工林について 

は人工造林を、天然林については天然更新を基本と 

する計画 

 

◎人工造林及び天然更新： 

主伐量の増加に伴い、更新面積が増加すること 

から、前計画を上回る計画。 

 

（単位：ha） 

区  分 前計画 本計画 

人工造林 5,453 7,087 

天然更新 2,911 3,924 

計 8,364 11,011 

 

5,453 
7,087 

2,911 
3,924 

0 

2,000 

4,000 

6,000 

8,000 

前計画 本計画 前計画 本計画

（ha） 人工造林 天然更新

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

保安林の整備 

 

◎保安林の指定・解除 

水源の涵
かん

養や土砂流出の防備などの森林の機能が失われないように保安林の指定を推進する計画 

（単位：ha） 

 水源涵
かん

養のための

保安林(注 1) 

災害防備のための

保安林(注 2) 

保健・風致の保全等

のための保安林(注 3) 
合 計 

保安林の指定 1,509 299 534 2,342 

保安林の解除 0 0 0 0 

（注１）水源かん養保安林 

（注２）土砂流出防備、土砂崩壊防備、飛砂防備、防風、水害防備、潮害防備、干害防備、防雪、防霧、なだれ防止、落石防止、防火保安林 

（注３）魚つき、航行目標、保健、風致保安林 

 

◎要整備森林の指定・解除 

 該当なし 

林道の整備 

 

◎林道の開設及び拡張 

路網の骨格としての機能や森林施業の効率的な実施を確保する計画 

 

一般民有林    （単位 延長：km） 

 延長 箇所数 

開設 22.7 34 

拡張 6.1 16 
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④ 計画区の現状・課題と今後の取組の方向 

  

現状・課題 今後の取組の方向 

① 

森林所有者の多くが町外に住んで

いることや所有者不明森林が存在し

ているために、森林経営計画の参入や

施業等の合意が得られにくいことが

課題。 

 戸別訪問を行うなど町外の森林所有者との接点を増やし、合意形

成を行っていく。また、所有者不明の森林が増えないよう（町内の

所有者も含め）相続等に伴う登記の申請手続きや森林の土地の所有

者届が確実に実施されるよう周知を図っていく必要がある。 

 

② 

木材加工施設が近くにないため、輸

送費が高いことや強風などの自然条

件の厳しさから、樹木の成長が良くな

いことが課題。 

今後もコストの上昇が想定されるため、近隣の伐採現場から出る

原木をとりまとめ、中間土場で大型トレーラーに積換えて輸送する

ことなどにより流通コストを低減させていく。また、樹木の成長が良

くないために木材生産機能の発揮が難しい森林については、公益的

機能が発揮されるよう複数の樹種や異なる林齢の樹木により構成さ

れる育成複層林に誘導していく必要がある 

 

③ 

造林や保育等の森林整備を実施す

る上で必要な労働力（現場作業員）を

十分に確保できていないことが課題。 

省力化に向けて、ドローンによる苗木運搬や電動植穴機を用いた

植栽、ラジコン式下刈機による下刈などの普及に取り組んでいく必

要がある。 

 

 

 

④ 

若者の都市部への流出などにより

担い手が増えておらず、林業の持続性

を確保していくことが課題。 

今後も担い手の減少が懸念されるため、雇用形態など労働条件の

改善や安全対策の一層の推進に加え、就業体験や見学などを受入可

能な事業体の増加、就業体験プログラムの充実による新規就業者の

受入環境の整備、求職者に向けた林業のイベント等に係る情報発信

の強化を図っていく必要がある。 

 

 

⑤ 

スマート林業ＥＺＯモデル構築協

議会への参画により、複数の市町村で

スマート林業に係る実証事業が実施

されている。 

引き続き実証事業に取り組むとともに、その成果を踏まえて、

GNSS測量（人工衛星を利用して地上の現在位置を計測するシステ

ム）やICTの導入等による造林作業や木材生産の生産性向上に取り組

んでいく必要がある。 
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（５）網走東部地域森林計画（案）の概要 （令和８～1７年度） 

 

① 計画区の概要 

ア 森林・林業の概要 

森 林 面 積（注１）：総土地面積の 65%の 389 千 ha 

民 有 林 面 積：147 千 ha（計画区の森林の 38％） 

民 有 林 蓄 積：32,995 千ｍ３ 

ha あたり蓄積：224m3(全道では 165ｍ３） 

伐 採 材 積（注２）：全道の12％の573千m3(うち民有林59％） 

（注１）令和5年度北海道林業統計 

（注２）令和6年度実績（北海道調べ） 

 

本計画区管内の森林のうち、民有林は38%を占めています。 

民有林における人工林の樹種別面積は、カラマツ類、トドマツの順に多くなっており、この２つの樹種

で全体の８3％を占めています。また、人工林は１１齢級をピークとする齢級構成となっており、利用期

を迎えた森林が多くなっています。 

管内の林業就業者については、近年、400人前後で推移しており、素材生産に従事する者が半数以上を

占めています。 

本地域では、毎年50万ｍ３程度の原木が製材・合単板に使われているほか、製材出荷量は全道の１６％

を占めるなど、北海道で主要な木材産業地域となっています。 

② 前計画（前期R3～R7）に対する実績（見込み）及びその評価 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

国有林

242 
道有林

42 

一般民有林

105 

森林の所管別面積（千 ha） 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

人工林樹種別齢級構成

カラマツ

類
トドマツ

（注）令和７年度北海道調べ
（齢級）

（ha）

54%29%

9%

3% 5%

造林 

 人工造林は、拡大造林は計画量以上に実施された

が、再造林と樹下植栽の実施が低調だったため、全体

としては計画を下回った。 

 天然更新は、天然林の択伐が計画を下回ったこと

で対象面積が少なく、計画を下回った。 

 
（単位：ha） 

区分 前計画 実績 実行率 

人工造林 7,649 5,409 71％ 

天然更新 2,479 493 20% 

 

伐採 

主伐は、計画量の大半を占める皆伐はほぼ計画

どおりに実施された一方、択伐が低調だったため、

全体としては計画を下回った。 

 間伐は、計画量の大半を占める 5～10 齢級の人

工林での実施が低調であったため、計画を下回っ

た。 

 
（単位：千ｍ３） 

区分 前計画 実績   実行率 

主 伐 1,809 1,478 82％ 

間 伐 720 557 77％ 

 

～ 
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③ 計画事項の概要 

ア 計画期末の森林資源 
 

（ア）施業方法別の森林面積及び蓄積 

◇育成単層林については、皆伐・再造林を計画的に実施。 

 育成複層林については、択伐・樹下植栽等により更新し、間伐等の保育を計画的に実施。  

天然生林については、的確に保全・管理を実施。 

なお、森林の公益的機能を高度に発揮させるべき立地にある育成単層林や天然生林については、 

樹下植栽や林相改良、疎林への植栽などにより、育成複層林へ誘導 

 

 
 
 

 

 
 

（イ）保安林指定面積 

◇ 公益的機能の発揮に必要な保安林面積は合計 37 千 ha 

 

イ 計画量（前計画（R3～R12）、計画案（R8～R17）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
面積 

総蓄積 
総  計 育成単層林 育成複層林 天然生林 

現  況 147,020 73,258 23,099 50,663 32,756 

計画期末 147,020 72,585 25,597 48,838 35,597 

伐採                     

期待される機能に応じた将来の望ましい森林の姿 

に誘導するため、適切な時期での伐採や育成複層林 

化などを推進する計画 

 

◎主伐：人工林の主伐対象資源が増加することなど 

から、前計画を上回る計画。 

◎間伐：高齢級の対象資源が減少するものの、若齢 

級の対象資源が増加したため、前計画と同 

程度の計画。 

（単位：千 m3） 

区 分 前計画 本計画 

主 伐 3,674 4,091 

間 伐 1,320 1,259 

計 4,994 5,350 

 

              （単位 面積：ha 蓄積：千ｍ3） 

4,091 

1,259 

3,674 

1,320 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

前計画 本計画 前計画 本計画

主伐 間伐（千m3）

林道 

 林道の開設・拡張は、森林整備の実態に即して事業を

後期に見送ったことから、計画を下回った。 

（単位 開設・舗装は距離：ｋｍ、改良は箇所数） 

区分 前計画 実績 実行率 

開 設 25.8 17.16 67％ 

拡

張 

舗 装 — — — 

改 良 5 3 60% 

 

保安林の指定 

 保安林の指定は、森林所有者の承諾を得

られていないことから、計画を下回った。 

 

        （単位 面積：ha） 

前計画 実績 実行率 

1,367 0 0％ 
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造林                     

伐採後の着実な更新を図るため、人工林について 

は人工造林を、天然林については天然更新を基本と 

する計画 

 

◎人工造林及び天然更新： 

主伐量の増加に伴い、更新面積が増加すること 

から、前計画を上回る計画。 

（単位：ha） 

区  分 前計画 本計画 

人工造林 16,342 18,451 

天然更新 5,197 5,351 

計 21,539 23,802 

 

保安林の整備 

 

◎保安林の指定・解除 

水源の涵
かん

養や土砂流出の防備などの森林の機能が失われないように保安林の指定を推進する計画 

（単位：ha） 

 水源涵
かん

養のための

保安林(注 1) 

災害防備のための

保安林(注 2) 

保健・風致の保全等

のための保安林(注 3) 
合 計 

保安林の指定 536 375 0 911 

保安林の解除 0 — — 0 

（注１）水源かん養保安林 

（注２）土砂流出防備、土砂崩壊防備、飛砂防備、防風、水害防備、潮害防備、干害防備、防雪、防霧、なだれ防止、落石防止、防火保安林 

（注３）魚つき、航行目標、保健、風致保安林 

 

◎要整備森林の指定・解除 

 該当なし 

18,451 

5,351 

16,342 

5,197 

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

前計画 本計画 前計画 本計画

人工造林 天然更新（ha）

林道の整備 

 

◎林道の開設及び拡張 

路網の骨格としての機能や森林施業の効率的な実施を確保する計画 

 

一般民有林    （単位 延長：km）     道有林      （単位 延長：km） 

 延長 箇所数   延長 箇所数 

開設 — 18 開設 5.9 3 

拡張 — 31 拡張 — — 
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④ 計画区の現状・課題と今後の取組の方向 

 

 

現状・課題 今後の取組の方向 

① 

森林を相続した新たな所有者が遠

方に居住していることや、相続人の森

林経営意欲が低いことなどから、森林

経営計画が継続されないことが課題。 

 

 今後は、課税情報なども活用して所有者を的確に把握するととも

に、都市部での合同説明会により不在村所有者との関わりを増や

し、森林計画制度や造林補助事業を丁寧に説明して森林づくりへの

理解や関心の向上を図ることで、森林経営計画に基づく管理・経営

が継続されるよう取り組む必要がある。 

 

 

② 

造林・保育費用の負担等を理由に所

有者の森林経営意欲が低下している

ことに加え、事業体が植栽できる量に

限りがあることから、植栽が進みにく

く、造林未済地の解消が遅れているこ

とが課題。 

今後は、現在の取組を続けるとともに、より少ない労働力で造林面

積を増やしていけるよう低密度植栽を進めるほか、地拵えや下刈り

といった造林・保育作業の機械化を進め効率化を図るなど、低コス

ト・省力化に取り組む必要がある。 

 

 

③ 

林業は、他の産業に比べて労働環境

が厳しく、季節雇用が多い傾向にあり

ます。また、ハローワークなどで求人

を出しても、関心の少なさから応募が

集まりにくいことが課題。 

今後は、林業のPR、SNSを活用した林業現場等の情報発信、イン

ターンシップの受入などを実施するとともに、伐採や下刈りといっ

た労災リスクの高い作業の機械化や熱中症対策装備の導入などによ

る労働環境の改善、所得の安定化に向けた通年雇用の実施など雇用

形態の見直しに取り組む必要がある。 

 

④ 

担い手不足への解決策の一つとし

てスマート林業への関心が高まって

おり、本計画区でも導入が進んできて

いる一方、操作に不安がある等の理由

で所有しているドローンを十分に活

用できていないことが課題。 

今後は、操作技術の向上のための研修の実施や優良事例の展開等

により、スマート機器の先端機能を効果的に活用するために必要な

知識・技術の普及に取り組む必要がある。 

 

 

⑤ 

本地域は、豊富な森林資源を背景

に、合板やCLT、木製食器など様々な

木材製品の生産が行われており、近年

では、針葉樹に加えて広葉樹を活用し

た製品の生産を始めた工場もあり、広

葉樹の一層の活用が期待される。 

今後は、ドローンによるレーザ計測データや衛星画像などを活用

し、広葉樹資源の的確な把握に努めるとともに、広葉樹を活かした森

林施業の推進に取り組む必要がある。 
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3 地域森林計画変更計画（案）の内容 

樹立区を除く 10 森林計画区において、計画の対象とする森林の区域の変更などがあるため、計画を

変更します。 

 

（１）計画の対象とする森林の区域の変更 

   森林への編入及び森林以外への転用等により、森林の区域を変更します。 

 

※  四捨五入により各項目の数値と合計があわないことがある。 

 
 
 
 

  （単位 面積：ha） 

計 画 区 
計画の対象とする森林 

備    考 
前計画(A) 変更計画(B) 増減(B-A) 

渡島檜山 272,658 272,621 ▲37 国道又は高速・高規格道路等への転用 

後志胆振 193,555 193,581 26 照査による現況修正のため 

日高 170,007 169,967 ▲40 照査による現況修正のため 

石狩空知 293,873 293,987 114 照査による現況修正のため 

上川南部 145,455 145,450 ▲5 照査による現況修正のため 

上川北部 161,984 161,985 1 照査による現況修正のため 

留萌 98,011 98,027 16 照査による現況修正のため 

網走西部 190,872 190,703 ▲169 照査による現況修正のため 

釧路根室 267,699 267,612 ▲87 電力施設用地等への転用 

十勝 273,034 272,880 ▲154 畑又は飼料畑等への転用 

合  計 2,067,146 2,066,812 ▲334  

参考（樹立区）                               （単位 面積：ha） 

計 画 区 
計画の対象とする森林 

備    考 
前計画(A) 計画案(B) 増減(B-A) 

胆振東部 98,832 98,807 ▲25 照査による現況修正のため 

宗谷 156,631 156,630 ▲1 電力施設用地等への転用 

網走東部 147,104 147,020 ▲84 照査による現況修正のため 

合  計 402,567 402,457 ▲110  

 

参考（全道計）                               （単位 面積：ha） 

計画区 
計画の対象とする森林 

備    考 
前計画(A) 計画案(B) 増減(B-A) 

全道計 2,469,714 2,469,269 ▲445  
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（２）森林病害虫等の被害対策の方針の変更  

病害虫等の森林被害に対する抵抗性の高い森林の整備に努めていく観点から、森林病害虫等の被害対策の

方針を変更します。（後志胆振） 

 

４ 森林病害虫の駆除及び予防その他の森林の保護に関する事項 

（１）森林病害虫等の被害対策の方針 

＜略＞ 

特に、カシノナガキクイムシによるナラ枯れ被害については、本計画区においては確認されておりま

せんが、隣接する渡島檜山森林計画区において初めて確認され、拡大しており、本計画区での被害の発

生が懸念されています。今後、本計画区で被害が発生急速に拡大した場合、ナラ類資源の保続に大きな

影響を与えるおそれがあることから、被害木を早期発見するため、関係機関が連携して巡視活動を行う

とともに、森林所有者や地域住民の協力が得られるよう普及啓発に努めることとします。 

 

 

 
（３）林道の開設及び拡張に関する計画の変更  

路網の骨格としての機能や森林施業の効率的な実施を確保する観点から、林道の開設等に関する計画を変

更します。（渡島檜山、後志胆振、日高、石狩空知、上川南部、上川北部、留萌、網走西部、十勝） 

一般民有林 

道有林 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画区 

開設

/ 

拡張 

延長（km） 箇所数 

前計画(A) 変更計画(B) 増減(B-A) 前計画(A) 変更計画(B) 増減(B-A) 

渡島檜山 拡張 19.3 36.3 17.0 103 99 ▲4 

後志胆振 開設 13.2 14.9 1.7 29 29 0 

日高 拡張 0.5 0.8 0.3 36 37 1 

石狩空知 拡張 1.9 2.8 0.9 78 78 0 

上川南部 開設 0 4.8 4.8 18 18 0 

上川北部 開設 9.9 10.0 0.1 27 28 1 

留萌 拡張 0.6 0.6 0 22 26 4 

合  計  45.4 70.2 24.8 313 315 2 

計画区 

開設

/ 

拡張 

延長（km） 箇所数 

前計画(A) 変更計画(B) 増減(B-A) 前計画(A) 変更計画(B) 増減(B-A) 

上川北部 開設 11.3 14.8 3.5 7 8 1 

上川北部 拡張 0.2 0.3 0.1 12 13 1 

留萌 開設 6.2 10.1 3.9 2 4 2 

網走西部 開設 7.0 3.5 ▲3.5 2 3 1 

十勝 開設 5.4 9.3 3.9 3 4 1 

合  計  30.1 38.0 7.9 26 32 6 
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（４）保安林整備等に関する計画の変更 

水源の涵養、災害の防備、保健・風致の保存等の目的を達成するため、保安林として管理すべき森林の種

類別面積等を変更します。（石狩空知、釧路根室） 

 

 

 

 

 

 

（単位 面積：ha） 

計画

区 

指定 

／ 

解除 

種 類 

森林の所在 面  積 
指定又は解除を 

必要とする理由 
備 考 

市町村 区域 
 前半５ヵ年 

の計画面積 

石狩

空知 
指定 

水源涵
かん

養のた

めの保安林 

積丹町 船澗 82  

水源の涵
かん

養 

 

当別町 青山 140   

釧路

根室 
〃 〃 別海町 別海 83  〃  

 

（５）要整備森林の所在及び面積等の変更 
公益的な機能が低下している保安林は特定保安林に指定されており、その中で特に施業を早急に実施しな

ければならない森林は要整備森林として指定されます。 

また、要整備森林のうち、施業の実施が終了したものについては指定が解除されます。 

 

ア 指 定 

  該当なし                                              

 

    イ 解 除 
 

計画区 
要 整 備 森 林 

保安林種 特定保安林番号 要整備森林番号 箇所数 面積(ha) 所 在 

石狩空知 水 ６9 ① ～⑨ 9 20.28 深川市 

計    9 20.28  

 

 

 

計画区 
保安林総数（ha） 

前計画(A) 変更計画(B) 増減(B-A) 

石狩空知 125,130 125,282 152 

釧路根室 93,469 93,552 83 

合  計 218,599 218,834 235 
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